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スゼアキ地方裁判所ネミデ支部民事部１Ｂ係御中

　　　　　原告　　　　　　　　　愛犬の飼い主　　印

符号
番号

標          目
（原本・写しの別）
（甲１－Ａの場合は甲
１の枠内に【Ａ】と記
す）

作　成
年月日

作　成　者 立 証 趣 旨 備 　考

甲１

ペラブアペッ
トケルヌッケ
のトリミング
室のケージ画
像【Ａ】と動
物 病 院 用 の
ケージ会社の
ＷＥＢページ
【Ｂ】と動画
【Ｃ】

写し
令 和 二 年
８月

被告病院のイ
ンターネット
上に存在する
ＳＮＳ画像，
動物病院用の
ケージ会社の
ＷＥＢページ

ミテヂ　した
カによるトリ
ミングの際に
ケージで犬が
傷つくことが
不自然である
こと。動物病
院用のケージ
のドア部は二
重 ロ ッ ク に
なっているこ
と。

故 意 に 院
内 の 誰 か
が 愛 犬 の
額 を 切 っ
た 疑 い が
あること

甲２

平成２６年１
０月３１日の
額の縫合手術
を行った時の
おくすり手帳
と 領 収 証
【Ａ】と愛犬
の 負 傷 画 像
【Ｂ】

写し
平 成 ２ ６
年 １ ０ 月
３１日

ペラブアペッ
トケルヌッケ

ミテヂ　した
カによるトリ
ミングの際に
ケージで犬が
傷つくことが
不自然である
こと

故 意 に 院
内 の 誰 か
が 愛 犬 の
を 切 っ た
疑 い が あ
ること

甲３

平成２９年６
月１５日と８
月３０日のト
リミングの領
収証

写し

平 成 ２ ９
年 ６ 月 １
５ 日 ， ８
月３０日

ペラブアペッ
トケルヌッケ

トリミングの
受付時にウス
キヲ　イルシ
がリードを強
く引っ張った
こと

ウ ス キ ヲ
イ ル シ が
故 意 に 愛
犬 を 傷 め
つ け た こ
と は 動 物
愛 護 法 違
反である



甲４の

Ｐ４

平成２６年１
０月３１日の
額の縫合手術
を行った時の
カルテ

写し
平 成 ２ ６
年 １ ０ 月
３１日

ペラブアペッ
トケルヌッケ
ミ セ ヂ タ マ
カ

ミテヂ　した
カによるトリ
ミングの際に
ケージで犬が
傷つくことが
不自然である
こと

故 意 に 院
内 の 誰 か
が 愛 犬 の
額 を 切 っ
た 疑 い が
あること

甲４の

Ｐ
１５，
１９

愛犬が変形性
関節炎，変形
性脊椎症であ
ることを示す
カルテ

写し

平 成 ３ ０
年 ２ 月 ２
８ 日 ， ７
月８日

ペ ラ ブ ア
ペ ッ ト ケ ル
ヌ ッ ケ ミ セ
ヂ　タマカ

愛犬の骨が弱
いこと

ウ ス キ ヲ
イ ル シ と
ミ セ ヂ が
故 意 に 愛
犬 を 傷 め
つ け た こ
と は 動 物
愛 護 法 違
反である

甲４の

Ｐ１６

愛犬の耳の縫
合手術をした
際のカルテ

写し
平 成 ３ ０
年 ４ 月 １
８日

ペ ラ ブ ア
ペ ッ ト ケ ル
ヌ ッ ケ ミ セ
ヂ　タマカ

出血を伴う緊
急事態なのに
長時間待たさ
れたこと。４
月 １ ８ 日 １
５：３０に咬
傷事故発生，
１６：００に
来院したが，
診療開示時刻
が１７：３０
からであり，
会計を済ませ
たのが１８時
３０分であっ
た。

被 告 の 行
為 は ド ク
タ ー ズ ハ
ラ ス メ ン
トである

甲４の

Ｐ
１９，
２０

愛犬のカルテ 写し

平 成 ３ ０
年 ７ 月 ８
日 と １ ０
月３日

ペラブアペッ
トケルヌッケ
ミ セ ヂ 　 タ
マ カ ， ア ア
ケ バ 　 ヒ レ
メリ

１５回の肝臓
の治療におい
て胆のう部分
を把握するた
めのエコー検
査はたったの
２度のみ

エ コ ー検
査は 平 成
３ ０ 年 ７
月 ８ 日 と
１ ０ 月 ３
日

甲４の
Ｐ２２

平成３０年１
１月２６日に
ミセヂが愛犬
がラエンネッ
ク注射をされ
たことを示す
カルテ

写し
平 成 ３ ０
年 １ １ 月
２６日

ペ ラ ブ ア
ペ ッ ト ケ ル
ヌ ッ ケ ミ セ
ヂ　タマカ

愛犬は肝機能
障害であるに
もかかわらず
ミセヂ被告が
無説明，飼い
主の同意なし
に勝手に投与

その 際 二
度みだり
に 強烈な
力で注射
を し ， 愛
犬 に過度
な苦痛を
与え， 飼
い 主 に対
し暴言を
吐い た こ
と。

甲５ 診　断　書 写し
令 和元年
９ 月 １ ７

Ｂ病院の担当
医

当院における
原告の患畜に

治 療 方
法 ・ 原 告



日 対する治療

の患畜に
対し食事
療 法 ・ イ
ンフォー
ムド コ ン
セ ン ト を
徹底す る
こ と ， 愛
犬の持病

甲６

平成３０年２
月１７日の領
収書【Ａ】と
おくすり手帳
【Ｂ】

写し
平 成 ３ ０
年 ２ 月 １
７日

ペラブアペッ
トケルヌッケ

営業時間終了
間際の会計時
に受付の村上
美耶に不足分
を払うように
急かされたこ
と

モラ ル ハ
ラ ス メ ン
ト が あ っ
たこと

甲７
愛犬の耳の縫
合手術をした
際の領収書

写し

平 成 ３ ０
年 ４ 月 １
８ 日 ， ４
月 ２ ５
日 ， ４ 月
３０日

ペラブアペッ
トケルヌッケ

出血を伴う緊
急事態なのに
長時間待たさ
れたこと

緊 急 の怪
我にもか
かわらず
こ の 日 ，
４ 時 に 病
院 に駆け
込み治 療
開始が ５
時半， 会
計 を 済 ま
せ た の が
６ 時半で
あった。

甲８
愛犬の耳の傷
の縫合痕の写
真

写し
平 成 ３ ０
年 ４ 月 １
８日

愛犬の飼い主

ペラブアペッ
トケルヌッケ
ミセヂ　タマ
カは技術不足
であること

縫 い 方 が
雑 で あ
り ，跡が
残っ た こ
と

甲９

平成３０年１
１月２６日の
診療時のシー
ンを描いた絵

原本
平 成 ３ ０
年１２月

愛犬の飼い主

平成３０年１
１月２６日の
ミセヂ　タマ
カの診療時の
行為，発言を
示す。ミセヂ
被告がとった
行動が異常で
あること。当
日の受付担当
は チ キ ヒ ス
ウケム
であった。ま
たシタエ　イ
ウ
の姿もみかけ
た。

冒頭の 動
物看護士
の絵は い
つもよ く
対応し て
い た旧姓
ス クゲツ
（現アギ
ヲ ） 　ニ
ニムと ウ
ス キ ヲ
イ ル シ の
絵も付加
し描い た
が ，当日
勤務し て
い た か は
不明。

甲１０ 平成３０年１ 写し 平 成 ３ ０ 愛犬の飼い主 ミセヂは注射 私は １ １



２月３日のク
レーム時の音
声ファイル

年 １ ２ 月
３日

により愛犬が
痛がったこと
を認め，暴言
について謝罪
（１５：３０
～「謝罪」）
（１６：００
～「愛犬が注
射 で 痛 が っ
た 」 と 認 め
る）

月 ２ ６ 日
の ミ セ ヂ
被 告 の言
動 ， 態度
に つ い て
ク レ ーム
を 言 っ
た 。 し か
し ミ セ ヂ
は話題に
上 が っ て
い な い注
射に つ い
て 説 明 し
た と嘘を
つ い て保
身した。

甲１１

平成３０年１
２月３日のク
レーム時の音
声ファイルの
文字起こし

原本
令 和元年
１月

愛犬の飼い主
甲１１の文字
起こし

甲１２

平成３０年１
２月３日のク
レーム時の動
画

写し
平 成 ３ ０
年 １ ２ 月
３日

愛犬の飼い主
甲１１の同一
シーンの動画

甲１３
愛犬のレント
ゲン画像

写し

平 成 ３ ０
年 ７ 月 ８
日 ， １ ０
月３日

ペラブアペッ
トケルヌッケ

１５回の肝臓
の治療におい
て胆のう部分
を把握するた
めのエコー検
査はたったの
２度のみ

転院先の
二 病 院 で
は ４週お
きの毎診
察 時 エ
コ ー検査
をした

甲１４
被告病院での
愛犬の血液検
査結果

写し
平 成 ２ ５
年 か ら 平
成２８年

ペラブアペッ
トケルヌッケ

甲１５

ラエンネック
注射の説明，
副作用，危険
性について注
意書きのウェ
ブページ

写し
平 成 ２ ８
年２月

株式会 社 日
本 生 物製剤
【Ａ】，
Ｋ Ｅ Ｇ Ｇ
【Ｂ】

ラエンネック
は肝機能障害
のときは使用
禁止であるこ
と，静脈注射
をしてはなら
ないこと

甲１６ プラセンタの
副作用を唱え
るＷＥＢペー
ジ

写し 平 成 ２ ０
年，

吉 田 ク リ
ニ ッ ク
【 Ａ 】 ，プ
ラ セ ン タ大
辞典【Ｂ】

プラセンタは
蛋白質のアレ
ルギーや免疫
低下している
患者に対して
注意しなくて
はならないこ
と，静脈注射
をしてはなら



ないこと

甲１７

ペラブアペッ
ト ケ ル ヌ ッ
ケ，Ａ病院，
Ｂ病院での愛
犬の肝臓の数
値と投薬の表

原本 令和三年 愛犬の飼い主

ペラブアペッ
トケルヌッケ
での平成３０
年１１月２６
日 の ラ エ ン
ネック注射に
より肝臓が悪
化させられＡ
ＬＰの値が急
上昇したこと
と。ミセヂ，
アアケバ　ヒ
レメリが誤診
したこと。

Ｂ 病 院 の
治 療 に よ
り ラ エ ン
ネ ッ ク投
与後基準
値の １ ０
倍に な っ
た 肝 臓 の
数値が ７
倍 に 下
が っ た こ
と

甲１８

Ｂ病院での初
日の診察時の
検査結果報告
書【Ａ】と担
当医からの愛
犬の病気の根
本原因の説明
メモ【Ｂ】

写し
令 和元年
１ 月 １ ７
日

Ｂ病院の担当
医

病気の主原因
を診療初日に
診断。原因は
基礎疾患であ
る甲状腺機能
低下による胆
汁うっ滞性肝
炎

何か 月も
診 てきた
ミ セ ヂ の
あ い ま い
な 診断と
異な っ て
お り ， Ｂ
病 院 の担
当医は初
日 に的確
に診断。

甲１９

Ａ病院での愛
犬の血液検査
結果【Ａ】と
お 薬 手 帳
【Ｂ】

写し

平 成 ３ ０
年 １ １ 月
２ ９ 日 ，
１ ２ 月 １
２ 日 ， 令
和元年 １
月１０日

Ａ病院の担当
医

愛犬はうっ滞
性肝疾患であ
る診断。被告
病院での平成
３０年１１月
２６日のラエ
ンネック注射
により肝臓の
数値ＡＬＰの
値が急上昇し
たこと

正常範囲
の約１ ０
倍の悪化
し た 数
値， Ａ 病
院へは 計
４ 日 間通
院

甲２０
Ｂ病院での愛
犬の血液検査
結果

写し

令 和元年
１ 月 １ ７
日～６ 月
２４日

Ｂ病院

愛犬は甲状腺
機能低下症，
うっ滞性肝疾
患である診断
被告病院での
平成３０年１
１月２６日の
ラエンネック
注射により肝
臓の数値ＡＬ
Ｐの値が急上
昇したこと

正常範囲
の約１ ０
倍の悪化
した数値

甲２１ Ｂ病院での愛
犬のエコー画
像

写し 令 和元年
１ 月 １ ７
日～６ 月
２４日

Ｂ病院 ペラブアペッ
トケルヌッケ
での平成３０
年１１月２６



日 の ラ エ ン
ネック注射に
より胆のう内
に異物である
浮遊物が出現
したこと

甲２２

ラエンネック
投与前後にお
ける愛犬が階
段を登れなく
なった動画

写し

平 成 ３ ０
年 １ １ 月
２ ６ 日 の
前後二日

愛犬の飼い主

ラエンネック
投与後急激に
体力が低下し
たこと

甲２３ 抗体検査結果 写し
令 和元年
１ 月 １ ０
日

Ａ 病 院担当
医

愛犬にワクチ
ン抗体がある
ことを調べ，
ワクチン検査
を免除された
こと

被 告 病 院
で はそれ
ま で抗体
検査を せ
ずに ，や
むくもに
ワ クチン
接種し て
きたこと

甲２４
ウタエ市愛犬
カード

写し
令 和元年
４ 月 ２ ５
日

Ｂ病院の担当
医

愛犬はミセヂ
被告により狂
犬病注射に耐
えられないほ
ど弱った状態
に な っ て お
り，狂犬病注
射実施免除さ
れたこと

欄最下部
に「注射
猶予」と
記載

甲２５

ペラブアペッ
トケルヌッケ
のｙａｈｏｏ
ロコの口コミ

写し
令 和元年
２ 月 １ ５
日

投稿者Ⓝさん

医師が飼い主
と相談なく勝
手に治療を行
うので料金が
高額になるこ
とを恐れてい
ることを述べ
ている

被 告 の 病
院 はビジ
ネ ス 病 院
で あ る 。
（現在 は
削除さ れ
て い
る。）

甲２６
Ａ病院のＧｏ
ｏｇｌｅ口コ
ミ

写し
令 和 ２ 年
８月

投稿者多数

Ａ病院は多く
の飼い主から
支持を得てい
ること

甲２７
犬の名医さん
１００人ハン
ドブック

写し
平 成 ２ ６
年 ３ 月 １
９日発売

小学館
Ｂ病院が優秀
であること

甲２８ ラエンネック
を使用してい
る他の病院に
質問したとき
の電話通話記
録

写し 令 和元年
年５月

愛犬の飼い主 Ｃ病院獣医師
，Ｄ病院獣医
師

平 成 ３ ０
年 １ １ 月
に ミ セ ヂ
被 告 が
行 っ た注
射とその
手 法 は 間
違 い で あ



る。

甲２９

ラエンネック
を使用してい
る他の病院へ
の質疑回答を
まとめた表

原本 令和二年 愛犬の飼い主

平成３０年１
１月２６日に
ミセヂ被告が
行った注射と
その手法は間
違いであるこ
と。

Ｃ病院獣
医師，Ｄ
病院獣医
師，Ｅ病
院獣医師
，Ｆ病院
獣医師

甲３０
甲２８，２９
の病院のホー
ムページ

写し 令和二年 愛犬の飼い主

甲２８，２９
の病院がラエ
ンネックを使
用しているこ
と

甲３１

他病院医師ら
による病気に
ついての説明
ウェブページ

写し
平 成 ３ ０
年３月

みんな のど
うぶつ 病気
大 百 科
【 Ａ 】 ，株
式会 社ＦＰ
Ｃ 【 Ｂ 】 ，
ペ ッツペツ
【 Ｃ 】 ，ご
まへびブ ロ
グ 【Ｄ】 ，
ＳＩＰ ＰＯ
【 Ｅ 】 ， Ｐ
Ｏ Ｃ Ｃ Ｉ
【Ｆ】 ， 日
本獣医学会
【Ｇ】 ，ど
うぶつ親子
手帳【Ｈ】

愛犬の病気の
説明

【Ｄ】に
よると生
検病理検
査，細胞
診検査は
リスクの
ほうが大
きく検査
効果が薄
い。そし
て肝臓数
値が高い
とワクチ
ンがダ
メージと
なる。と
書いてい
る。

甲３２

ラエンネック
使用の他の犬
の飼い主のブ
ログ記事，ラ
エンネック使
用の論文と犬
の肝臓病の治
療について

写し

平 成 ２ ６
年 ３ 月 ２
９ 日 ， 令
和 三 年 ４
月１２日

Ｔｅａプー
ド ルＭｉｕ
Ｍ ｉ ｕ
【 Ａ 】 ， イ
ジベ大学Ｇ
病院獣医師
の 論 文
【 Ｂ 】 ， メ
ディネ ク ス
研 究 所
【Ｃ】

愛犬に投与し
たラエンネッ
クの量が多量
であること。
愛犬は１Ａ＝
２ＣＣなので
ＭｉｕＭｉｕ
に投与された
量０．１ＣＣ
の２０倍の量
を投与された
こと。

ＭｉｕＭ
ｉｕは ラ
エ ン ネ ッ
ク ０．１
Ｃ Ｃ を数
週間 おき
に 分 け て
接種と 記
載もラ エ
ン ネ ッ ク
は効果な
かった。

甲３３ ラエンネック
のＢ型肝炎混
入による使用
中止を唱える
ＷＥＢページ

写し 平 成 ３ ０
年８月

Ｈ（人間
の）病院医
師【Ａ】，
ワイエス美
容外科クリ
ニック
【Ｂ】，も

平成３０年８
月 に ラ エ ン
ネックにＢ型
肝炎ウイルス
が混入し，多
数の病院で中
止，回収騒ぎ



ちづき耳鼻
咽喉科
【Ｃ】

に な っ た こ
と。

甲３４

医療機関，大
学，農林水産
省，医薬品検
査機関
，プラセンタ
の学会への
質問状と回答

写し
令 和 二 年
１ ２ 月 中
旬

原告作成の質
問状【Ａ】，
Ｂ型肝炎入り
のラエンネッ
クについて疑
わしいと告発
したＨ（人間
の）病院医師
の 回 答
【Ｂ】，
計１０大学の
獣医，農学系
学部 の 回答
【Ｃ】，
農林水産省の
動物医薬品検
査所 の 回答
【Ｄ】，
一般財団法人
日本胎盤臨床
医学会の回答
（独）医薬品
医療機器総合
機構（ＰＭＤ
Ａ） の回答
【Ｅ】

ラエンネック
の使用実績，
エビデンス，
副作用データ
を薬学に詳し
い専門機関に
求めたこと

獣医系大
学で の ラ
エ ン ネ ッ
ク の使用
実績が な
いこと

甲３５

一般財団法人
日本胎盤臨床
医 学 会 ，
（独）医薬品
医療機器総合
機構（ＰＭＤ
Ａ）提供のラ
エンネックの
安全性と副作
用 に 関 す る
データ

写し
令 和 二 年
１ ２ 月 中
旬

一般財団法人
日本胎盤臨床
医学会【Ａ】
，（独）医薬
品医療機器総
合機構（ＰＭ
ＤＡ）【Ｂ】

犬に対するラ
エンネックの
エビデンスは
存在しないこ
と。
人間における
ラエンネック
の薬物性肝障
害副作用の発
生事例

原 告 の 犬
愛 犬 に対
し て 行 っ
た ミ セ ヂ
タ マ カ に
よ る ラ エ
ン ネ ッ ク
投与に医
学的な根
拠 が な い
こと

甲３６

プ ラ セ ン タ
（ラエンネッ
クやメルスモ
ン）の危険性
を唱えている
人の記事

写し

平 成 ２ ９
年 ８ 月 ７
日 ， 平 成
２ ５ 年 １
１月６日

ちろちろの
ブ ロ グ
【Ａ】，ビジ
ネ ス ジャー
ナル【Ｂ】

プ ラ セ ン タ
（ラエンネッ
クやメルスモ
ン）は危険性
があること

ラ エ ン
ネ ッ ク は
愛 犬 に投
与すべき
薬で は な
いこと



甲３７
ウィキペディ
アのＢ型肝炎
のページ

写し
令 和 二 年
８月

ウィキペディ
ア

慢性Ｂ型肝炎
はＡＬＴが高
値 持 続 す る
が，平成３０
年１１月２６
日 の ラ エ ン
ネック投与以
後愛犬がまさ
にその状態に
なったこと

平 成 ３ ０
年 １ １ 月
２ ６ 日投
与の ラ エ
ン ネ ッ ク
が 回 収前
のもの で
あ る可能
性 が あ る
こと

甲３８
ラエンネック
使用の際の同
意書

写し
平 成 ２ ８
年２月

株式会社日本
生物製剤

ラエンネック
使用の際は同
意書が必要で
あること

ミ セ ヂ
タ マ カ は
イ ン
フォーム
ド コ ン セ
ン ト を し
なかった

甲３９
大阪，福岡，
大阪の医療過
誤裁判の記事

写し

平 成 ２ ８
年 ６ 月 ８
日 ， 平 成
３ ０ 年 ６
月 ２ ９
日 ， 平 成
２ ９ 年 ４
月１５日

産経ＷＥＳＴ
【Ａ】，
朝日新聞デジ
タル【Ｂ】，
朝日新聞デジ
タル【Ｃ】

被告病院が愛
犬 に 対 し て
行った医療過
誤は故意性が
高いが，単な
る過失の医療
過誤でも各地
で 裁 判 が 起
き，全国報道
され，獣医療
過誤が人々の
関心事になる
社会になって
きていること

過剰量の
輸血 に よ
る死亡／
血液検査
を せず経
過観察に
留め た こ
と が 診断
の義務違
反／誤投
薬に よ る
慢性腎不
全

甲４０

ウタエ警察署
に告訴状を提
出しに行った
時の刑事との
会 話 の 音 声
ファイル

写し
令 和元年
４ 月 １ ５
日

愛犬の飼い主

カビユス　ヤ
エセコ刑事に
民事提訴をす
るよう促され
た。

刑事 は外
部 とやり
取り し て
い た が 被
告 を 代弁
す る か の
よ うだっ
た。

甲４１

ウタエ警察署
に告訴状を提
出しに行った
時の刑事との
会話の文字起
こし

原本
令 和元年
４月

愛犬の飼い主

カビユス　ヤ
エセコ刑事に
民事提訴をす
るよう促され
た。

刑事 は外
部 とやり
取り し て
い た が 被
告 を 代弁
す る か の
よ うだっ
た。

甲４２ メリユミ動物
病院とペラブ
アペットケル
ヌッケのホー
ムページ，イ
ン ス タ グ ラ

写し 令 和 二 年
か ら 三 年
時点

メ リ ユ ミ 動
物 病 院 ， ペ
ラ ブ ア ペ ッ
ト ケ ル ヌ ッ
ケ ， ミ セ ヂ
タマカ

被告病院ホー
ムページのス
タッフ表示の
杜撰さ。本院
のキヲシクに
あるメリユミ

本 院 メ リ
ユ ミ 動 物
病 院 の看
板が「動
物 の 病
院 」 と



ム，Ｇｏｏｇ
ｌｅ口コミの
点数とＧｏｏ
ｇ ｌ ｅ ス ト
リートビュー

【Ａ】，Ｇｏ
ｏ ｇ ｌ ｅ
【Ｂ】，エキ
テン【Ｃ】

動物病院と分
院のペラブア
ペ ッ ト ケ ル
ヌッケ両院と
もに市内の他
病院と比較し
てで低評価で
あること。イ
ンフォームド
コンセントを
しない病院で
あり治療費が
高額であるこ
とこと。

な っ て い
る こ と ，
被 告 病 院
に近接す
る他人の
建物 を バ
ナ ー 利
用 。 ミ セ
ヂ 　 タ マ
カ に 内 在
す る ペ ッ
ト軽視の
姿勢， 院
長 ，副院
長 に 内 在
す る「虚
栄心」の
姿勢が顕
在化。

甲４３

ペラブアペッ
トケルヌッケ
のＧｏｏｇｌ
ｅ口コミ

写し
令 和 二 年
五月から

投稿者多数

他の患畜にも
同様の被害が
あること，誤
診や治療ミス
が多いこと。
市内の他病院
と比較して低
評価であるこ
と。

愛 犬 と同
様に ミ セ
ヂ に よ り
犬 を痛め
つ け る注
射を さ れ
た「Ⓟ」
氏に注目

甲４４

ペラブアペッ
トケルヌッケ
のＧｏｏｇｌ
ｅ口コミをま
とめた表

原本
令 和 二 年
五月から

愛犬の飼い主

他の患畜にも
同様の被害が
あること，誤
診や治療ミス
が多いこと。
市内の他病院
と比較して低
評価であるこ
と。

愛 犬 と同
様に ミ セ
ヂ に よ り
犬 を痛め
つ け る注
射を さ れ
た「Ⓟ」
氏に注目

甲４５

ウタエ警察署
カビユス　ヤ
エセコ
刑事と再度相
談した際の音
声ファイル

写し
令 和元年
６ 月 １ ８
日

愛犬の飼い主

愛犬と同様の
被害を受けた
方（「Ⓟ」さ
ん）がおり，
再度被告を告
訴できないか
相談したが拒
否された。

甲４６

ウタエ警察署
カビユス　ヤ
エセコ
刑事と再度相
談した際の音
声ファイルの
文字起こし

原本
令 和元年
７月

愛犬の飼い主

愛犬と同様の
被害を受けた
方（「Ⓟ」さ
ん）がおり，
再度被告を告
訴できないか
相談したが拒
否された。



甲４７ Ⓡさんの略歴 写し
令 和 二 年
１月

ⓇさんのＳ
ＮＳ，スゼ
アキ県■■
■■■■■
■■■■■
■所一覧表

ウタエ市内で
■■■■■を
営む元■■■
■■

甲４８
Ⓡさんとの通
話音声ファイ
ル

写し
令 和 二 年
１ 月 ７ 日
１９時

Ⓡさん

被告病院が最
低なアフター
ケアであり，
大事な家族を
任せられない
ということ

甲４９

Ⓡさんとの通
話音声ファイ
ルの文字起こ
し

原本
令 和 二 年
１月

愛犬の飼い主

被告病院本院
メリユミ動物
病院での犬の
手術後すぐに
分院ペラブア
ペ ッ ト ケ ル
ヌッケに長距
離搬送，その
翌日にⓇさん
が看取ること
なく死亡。被
告病院から謝
罪があったこ
と。

被 告 病 院
は 動 物
ファー ス
ト で は な
いこと

甲５０
Ⓔさんのホー
ムページ 写し

令 和 三 年
３月９日

Ⓔさん

ウタエ市にて
猫 の ブ リ ー
ダーをされて
いて，過去に
被告病院通院
歴あり

甲５１
Ⓔさんとの通
話音声ファイ
ル

写し
令 和 三 年
３ 月 ９ 日
１７時

Ⓔさん

被告病院獣医
師に「ブリー
ダーさんって
こんなもんな
の！？」とい
うような非礼
な接客，応対
を さ れ た こ
と。被告病院
獣医師がペッ
トは家族では
なく売り物扱
いしたこと。

こ の獣医
師は ミ セ
ヂ 　 タ マ
カである

甲５２ Ⓔさんとの通
話音声ファイ
ルの文字起こ
し

原本 令 和 三 年
３月９日

愛犬の飼い主 被告病院獣医
師に「ブリー
ダーさんって
こんなもんな
の！？」とい
うような非礼

事情に よ
り一部音
声カ ッ ト
し た 部 分
あり



な接客，応対
を さ れ た こ
と。被告病院
獣医師がペッ
トは家族では
なく売り物扱
いしたこと。

甲５３ 愛犬の血統書 写し
平 成 １ ６
年 ９ 月 ２
７日

ジャパンケネ
ルクラブ

先祖，両親と
も に 国 際 的
ドッグショー
でチャンピオ
ンを獲得した
犬であり，愛
犬は価値が高
いこと

CH(AM) は
ア メ リ カ
チャンピ
オン の 意
味

甲５４

２００４年１
１月３日，ヤ
カヒミ市■■
■■■スタジ
オでのドッグ
ショー（■■
南 ク ラ ブ 連
合）でブリー
ダー■■■さ
んが愛犬の市
場価格を評し
たときの動画

写し
２ ０ ０ ４
年 １ １ 月
３日

愛犬の飼い主

愛犬は１００
万円の価値が
ある犬である
こと

甲５５

九州のペット
サロンに預け
たシェパード
犬が死亡の記
事

写し
令 和 三 年
１ 月 ２ ８
日

Ｙａｈｏｏ
ニ ュ ー ス
【Ａ】，Ｊ－
Ｃ Ａ Ｓ Ｔ
ニ ュ ー ス
【Ｂ】

被告病院が愛
犬に行った不
法行為と同類
の故意性があ
るものである
こと

全日 本 動
物専門教
育協会 は
サロ ン の
女性経営
者 が運営
す る 動 物
専門学校
の認定校
取り消し
と ，女性
経営者 の
同会認定
教師ラ イ
セ ン ス の
取り消し
処分 を し
た 。北九
州市も事
実関 係 の
調査。

甲５６

メリユミ　ヂ
ウセコ 院長の
人柄について
述べる他医師
の記事

写し
令和三年 2
月 9日

キヲシクドク
ターズ

豪快でさばさ
ばしている

メ リ ユ ミ
は横柄で
高圧的で
ある



甲５７
被 告 病 院 の
バーベキュー
会の動画

写し

令 和 元
年 ， 令 和
二 年頃の
投稿

メリユミ動物
病院，ペラブ
アペットケル
ヌッケ，投稿
者名■■■■

メリユミ院長
と部下との間
に距離がある
こと，院長が
高圧的威圧的
であること，
裕福な人であ
ること

欠席し た
ス タ ッフ
も多数お
り ，獣医
師 ， ス
タ ッフの
人間 関 係
が よ く な
いこと

甲５８

被告病院，ペ
ラブアペット
ケルヌッケで
の愛犬の肝機
能治療におけ
る診療明細書

写し

平 成 ３ ０
年 １ 月 ２
７ 日 か ら
平 成 ３ ０
年 １ １ 月
２６日

ペラブアペッ
トケルヌッケ

返金を求めて
いる治療代金
２８９，５６
８円の内訳

肝 臓 に 関
す る 診 療
費１ ５ 回
分

甲５９

ペットの医療
過誤判例，動
物に関する裁
判事例紹介

写し

令和三年
４月１日
，
令和三年
９ 月 １ ７
日

ア ミ ・ イ ン
タ ーナショ
ナル 行政書
士 事 務 所
【Ａ】，ｎａ
ｇａｏａｋ
ｉさんのサ
イト【Ｂ】，
朝日新聞デジ
タル【Ｃ】

大阪地裁平成
９年１月１３
日の判決，人
用の薬の大量
投与で体調悪
化，死亡の判
例，他複数の
類似判例。令
和三年９月，
名古屋地裁で
起こされた医
療過誤裁判

被 告 病 院
の 平 成 ３
０ 年 １ １
月 ２ ６ 日
に 愛 犬 に
大量投与
し た人用
の薬で の
悪化と同
類の例
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